
資料１

平成２９年度 高齢者福祉課 決算の概要

総事業費 1,168,661,505円

○高齢者相談支援費（事業コード：0445） 10,752,603円
・生活相談員1人、総合窓口相談員1人、事務嘱託員2人 報酬
・緊急対応用携帯電話利用料（通信運搬費） など

○高齢者在宅生活支援費（扶助費）（事業コード：0446） 5,956,847円
・理美容、寝具類クリーニング、移送、在宅生活援助サービス
・家族介護用品（要介護3）給付事業 など

○高齢者在宅生活支援費（臨時）（事業コード：1346） 172,558円
・『高齢者保健福祉のしおり」用用紙など事務用消耗品

○ひとり暮らし老人緊急通報システム事業費（事業コード：0447） 26,831,487円
・緊急通報装置（本体・リモコン型ペンダント、携帯電話型GPS機能付機器貸与）

○地域包括支援総合センター運営費（事業コード：2977） 55,003円
・地域ケア会議・地域包括支援センター連絡会議の開催

○老人クラブ等活動支援費（事業コード：0456） 36,368,813円
・生きがい活動推進員 報酬、老人専用バスの運行
・単位老人クラブ、老人クラブ連合会への補助金

○高齢者おでかけサポートバス事業費（事業コード：3793） 197,997,222円
・バス無料乗車証（事業者委託料）
・高齢者いきいきふれあい館「まちなか」運営補助金

○敬老祝金支給費（事業コード：0470） 23,471,153円
・米寿、百歳の敬老祝金

○老人福祉施設建設補助事業費（債務負担解消）
（事業コード：0444） 88,906,665円

・特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、生活支援ハウス 補助 ９事業

○デイサービスセンター建設補助事業費（債務負担解消）
（事業コード：1780） 20,232,527円

・デイサービスセンター、ケアハウス 補助 ３事業

○地域介護・福祉空間整備費（事業コード：3185） 250,599,000円
（うち繰越明許費 2,466,000円）

・小規模多機能型居宅介護事業所 2施設、小規模特別養護老人ホーム 1施設、
認知症高齢者グループホーム 1施設 整備補助

・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ等消防設備整備 1施設
・共生型福祉施設整備 1施設
（平成28年度からの繰越 防犯対策強化事業 3施設）

老人福祉費 661,343,878円

○一般介護予防事業費（事業コード：3924） 34,302,912円
・介護予防普及啓発事業委託
・地域リハビリテーション活動支援・技術支援（歯科衛生・栄養・リハビリ等専門職派遣）

一般介護予防事業費 34,302,912円

○地域包括支援センター運営事業費（事業コード：3409） 184,559,671円
・地域包括支援センター運営協議会 報償費
・地域包括支援センター４か所への委託料
・地域包括支援センターと市のネットワーク（地域包括支援センター支援システム）

○高齢者虐待防止ネットワーク事業費（事業コード：3410） 65,182円
・高齢者虐待防止ネットワーク会議（定例会議、研修会など）の実施

○生活支援サービス体制整備事業費（事業コード：3896） 18,044,069円
・生活援助員養成講習会開催委託
・第1層、第2層生活支援コーディネーター設置/委託

○認知症高齢者支援事業費（事業コード：3899） 2,320,117円

包括的支援事業費 204,989,039円

○認知症高齢者見守り事業費（事業コード：3411） 512,121円

・認知症サポーター養成講座
・キャラバン・メイト研修会
・認知症高齢者徘徊模擬訓練の実施
・帯広市徘徊高齢者等ＳＯＳネットワーク

○高齢者在宅生活支援事業費（事業コード：3412） 45,390,436円
・食の自立支援（配食）事業
・ひとり暮らし高齢者訪問活動（ヤクルト）
・家族介護用品（要介護4・5）支給事業

任意事業費 45,902,557円

○介護予防・生活支援サービス事業費（事業コード：3920） 195,051,301円
・介護予防・生活支援サービス（負担金）、つながりサービス事業補助金）

○介護予防ケアマネジメント事業費（事業コード：3921） 25,928,100円
○審査支払手数料（事業コード：3922） 950,724円
○高額介護予防サービス等費相当事業費（事業コード：3923） 192,994円

介護予防・生活支援サービス事業費 222,123,119円


